
図１ ウイルスの感染によるムギ類の見た目の変化
（左：ミナトカモジグサ、右：オオムギ）
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アピールポイント つながりたい分野（産業界、自治体等）

・新潟県および北陸地方のムギ類生産に
携わる方
・作物における病気診断アプリ開発等に興味の
ある方

実験室と生産圃場の橋渡しとなるような研究
を目指しています。私たちの技術を用いて地域
農業の持続・活性化に貢献したいと考えていま
す。
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農・食・バイオ

現在世界は8億人以上の飢餓人口を抱えていま
す。私たちは食料問題の解決に貢献すべく、農作

物生産量の約3割とも言われる病害虫によるフー
ドロスの解消に着目し、植物病理学の分野で研究

を行っています。植物ウイルスによるフードロス

は約9300万トンにも上ると言われていますが、ウ
イルスは宿主植物の代謝系に大きく依存している

ため農薬による防除が困難です。私たちは、コム

ギなどのムギ類に被害を与える昆虫伝染性のウイ

ルス（図1）を対象に、植物とウイルス、そして
媒介昆虫のように異なる生物がどのように関わり

あって病気を起こすのか、どうやって病気を防ぐ

ことができるかを研究しています。

ウイルスが植物に病気を引き起こすメカニズム

や媒介昆虫を植物に呼び寄せる仕組みを遺伝子レ

ベルで明らかにすることにより、植物-病原体-媒
介昆虫の関わりを包括的に捉え、昆虫伝染性ウイ

ルス病に対する新たな防除法の構築に資すること

を目指しています（図2）。また圃場で簡便・迅
速にウイルスに感染した作物を見つけるための検

出系の開発を試みています。
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図2 ムギ類モデル植物と昆虫を用いたウイルス接種実験
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